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(社)日本WHO協 会の沿革
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[「W日 0憲 章」が発効し、国連の専門機関として世界保健機関 (WHO)が 発足する。]

W日 0憲 事の精神普及を目的とする社団法人日本W日 0協 会の設立が認可された (本部

京都)。会報発行、W日 0謡 演会等の事業活動を開始。

世界保健デー記念大会開催事業を開始。

青少年の保健衛生意識向上のため、作文コンクール事業を開始。
大阪万博を記念し、造幣局製の記念メダルを製作。

老年問題に関する神戸国際シンポジウムを主催。

W日 0健 康相談室を開設、中高年向け健康体操教室を開講。

海外のW日 0関 連研究者への研究費助成事業を開始。

[W日0健 康開発総合研究センター (W日①神戸センター)わミ開設される。]

京都にてW日 0倉」設50周 年シンポジウム 「健やかで豊かな長寿社会を目指 して」を

開催。

WHO健 康フォーラム2000を はじめ、全国各地でもフォーラム事業を展開。

事務局を京都より大阪市内へ移転。

財団法人エイズ予防財団 (」FAP)の エイズ対策関連事業への助成を開始。

事務局を大阪商工会議所内に移転。

定期健康セミナー事業を開始。

「目で見るW日 0」 を復千」。パンデミックとなつたインフルエンザに対応し、対策セミ

ナーを開催。

第二次世界大戦の硝煙さめやらぬ 1946年 7月 22日 、世界61カ 国がニユーヨークに集しヽ、す

べての人々が最高の健康水準に達するためには何をすべきかを話 し合しヽ、その原則を取り決めた

憲章が採択され、1948年 4月 フ国国連の専門機関として世界保健機関W日 0が 発足しました。

当協会は、この W日 0憲 事の精神に賛同した人々により、 1965年 に民間の W日 ①支援組織と

して設立され、グローバルな視野から人類の健康を考え、W日 0憲 章精神の普及と人々の健康増

進につながる諸活動を展開してましヽりました。
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